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彼の人間に対する二番目の定義「zo¯n logon ekhon」（言語の駆使能力を持った生命体a living
























Ⅲ．多文化主義政治（The Politics of Multiculturalism）論について
１．テーラー（C.Taylor）の多文化主義政治論



























































































































（Politics of Redistribution） 
承認の政治 











































































































































































































































































































トの表現では、「始める（to begin）」、「善導する（to lead）」、「率先する（to take an initiative）」、
「作動させる（to set into motion）」（Arendt 1958：189；2003：126）―に注目して、アレントの







































































































（３）この主題の代表的議論はヤング（Iris Marion Young）の Justice and the Politics of Differenceをあげるこ
とができるし、女性主義者と少数集団理論家の大多数もこの理論陣営に布陣している。「差異の政治」は基










（５）ヘーゲルの Phenomenology of the Spiritに理論的論議の土台を置いている「承認の政治」は、多文化主義
の女性政治、少数集団政治など多様な派が基本的に受容している。本論文はテーラー（Charles Taylor）、
ホーネット（A.Honneth）、フレーザー（N.Fraser）の思考方式を重点的に扱っている。この主題に関する
本格的な議論はホーネットの 1996 著書 The Struggle for Recognition: The Moral Grammar of Social





（７）ドライゼック（J. Dryzek 2000）はこのような議論が出現した 1990年代を「熟議的転換（the deliberative
turn）」が起こった時期と称している（Kymlicka 2002, p. 291で再引用）
（８）筆者は当時「第３のアレント主義（Arendtianism）：後期民主主義の遊牧的倫理学方法序説」という題名
で単行本の著述計画を持っていた。この文は筆者が将来執筆計画中の著書の一部の問題意識を示している。
（９）アレントは 『全体主義の起源（The Origins of Totalitarianism）』（1951）の出刊以後、それの後続書とし






に当たる（Young-Bruehl 1982, pp. 276～280）。このアレントの行為-仕事-労動の仕分けに対しては徐裕卿
（2000a）を参照。
（10）同じ部分でアレントは政治領域に対して、人々が概して行動し話す人格体（people appear on the whole
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